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祭り日を演奏する野辺地小学校５・６年生の児童の皆さん
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江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、

大
阪
と
北
海
道
を
結
び
、
日
本
海
側

の
寄
港
地
を
拠
点
と
し
て
一
大
経
済

圏
の
形
成
に
寄
与
し
た
「
北
前
船
」。

　

「
北
前
船
」
の
全
国
の
寄
港
地
が

連
携
し
て
今
に
残
る
魅
力
を
発
信
し
、

広
域
観
光
の
ル
ー
ト
形
成
や
寄
港
地

間
の
相
互
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

地
方
再
生
を
目
指
す
「
第
21
回
北
前

船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
の
へ
じ
」

を
９
月
１
日
、
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
19
年
か
ら

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

回
は
町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
約
４
５
０
人
が

参
加
し
「
む
つ
湾
で
つ
な
が
る
観

光
・
現
代
の
北
前
船
で
考
え
る
広
域

観
光
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
唱
者
で
、
議
長

で
あ
る
作
家
の
石
川
好
氏
は
「
野
辺

地
町
は
重
要
な
寄
港
地
だ
っ
た
」
と

野
辺
地
で
の
開
催
意
義
に
つ
い
て
話

し
、「
北
前
船
の
物
語
を
発
展
さ
せ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

常
務
取
締
役
日
野
正
夫
氏
が
青
森
県

で
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
の
取
組
を

紹
介
し
「
地
域
と
の
連
携
に
よ
っ
て

鉄
道
利
用
者
を
地
元
の
観
光
地
へ
と

誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

「
野
辺
地
町
の
地
域
活
性
化
と
む

つ
湾
広
域
観
光
振
興
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
進
行
役
に
観
光

庁
の
蔵
持
課
長
を
迎
え
、
中
谷
町
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
へ
じ
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

の
阿
部
理
事
長
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大

内
盛
岡
支
社
長
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究

所
の
稲
岡
副
社
長
、
日
本
航
空
の
二

宮
常
務
ら
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
中
谷
町
長

か
ら
は
「
常
夜
燈
周
辺
の
ベ
イ
フ
ロ

ン
ト
エ
リ
ア
を
観
光
拠
点
と
し
て
整

備
し
、
広
域
観
光
振
興
を
図
り
た

い
」、
阿
部
理
事
長
か
ら
は
「
の
へ

じ
丼
や
町
の
食
材
を
活
用
し
た
、
食

の
観
光
振
興
を
目
指
し
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
交
通
事
業
社
か
ら
は
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
、
下
北
半
島

や
十
和
田
湖
、
八
戸
へ
の
広
域
観
光

や
、
北
海
道
新
幹
線
や
青
函
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
な
ど
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
現
代
の

北
前
船
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
阿

部
理
事
長
は
「
こ
の
会
場
に
い
る
皆

さ
ん
が
北
前
船
で
す
。
こ
の
地
域
の

魅
力
を
皆
さ
ん
の
地
元
で
広
め
て
下

さ
い
」
と
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割
に

つ
い
て
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
野
辺
地
小
学
校

５
・
６
年
生
の
児
童
に
よ
る
「
祭

り
日
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま

り
、
野
辺
地
沖
揚
音
頭
保
存
会
に
よ

る
「
沖
揚
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
当
町
の
特
色
を
色
濃
く
出
し
た

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、「
沖

揚
音
頭
」
の
な
か
で
行
わ
れ
た
「
子

叩
き
音
頭
」
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
出

席
者
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
会
場
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
庭
の
テ
ラ
ス
で
行
わ
れ

た
特
産
品
の
振
舞
い
に
参
加
者
か
ら

は
「
ホ
タ
テ
や
こ
か
ぶ
が
と
て
も
お

い
し
い
」「
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
称
賛
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

翌
２
日
に
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
町
内
を
巡
る
コ
ー
ス
、

下
北
コ
ー
ス
、
青
森
コ
ー
ス
を
巡
り

町
内
や
県
内
の
観
光
の
魅
力
を
参
加

者
へ
伝
え
ま
し
た
。

地
域
間
連
携
を
強
め
広
域
観
光
を
目
指
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
第
21
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
の
へ
じ
」 

を
開
催

3

フォーラム参加者も
「子叩き音頭」に挑戦！沖揚音頭保存会の皆さんによる沖揚音頭の披露

基調講演に耳を傾ける参加者の皆さん
中庭テラスでの
特産品の振舞いも大好評でした！
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